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小学校道徳「生きる力」６　年間指導計画例
	
	資料名
	主題のねらい
	学習活動（主な発問）
	「心のノート」との関連

	４月
	１　みんなの公園
４－(1)　規則の尊重
	他人の権利を尊重し，自分の権利を正しく主張するとともに，自分に課された義務をしっかり果たす態度を育成する。

	(1) グラウンドを使うときの約束やきまりを聞く。
(2) 資料「みんなの公園」を読んで話し合う。
○「かわってもらえよ。ぼくたちが練習できる時間だから。」とみんなに言われた勇は，どんな気持ちでしょう。
○中学生に「でも，これを見てください。」と言って使用許可証を見せている勇は，どんな気持ちでしょう。

○「どうして許可制にしているのか，考えてみてください。」と言う勇はどんな気持ちでしょう。
○中学生の言葉に，「でも，自分たちの都合だけ考えた主張は，まちがっています。」と言う勇はどんな気持ちでしょう。

(3) 自分の生活を振り返って書く。
○正しい主張を上手に伝えられた経験を振り返って書きましょう。
(4) 教師の話を聞く。
	80～83ページ

	
	２　ぼくは，マンガ家
１－(6)　個性の伸長
	自分の好きなことや嫌いなことから自分の個性を見つめ，それを積極的に伸ばそうとする意欲を高める。

	(1) 自分が好きなことについて考え，交流する。
(2) 資料「ぼくは，マンガ家」を読んで話し合う。
○乾先生に「きみは大いに自分のよさをのばしなさい。」と言われたとき，手塚さんはどう思ったでしょう。
○手塚さんは，なぜ自分の職業について悩んだのでしょう。
○お母さんに「マンガが好きならマンガ家になりなさい」と言われたとき，手塚さんはどう思ったでしょう。

○手塚さんはなぜマンガ家という職業を選んだのでしょう。

○くじけそうになっても，手塚さんがマンガ家を続けることができたのは，どうしてでしょう。

(3) 教師の説話を聞く。
	32～35ページ


	
	３　こんな所に
３－(2)　自然愛・環境保全
	人が，自然からさまざまな恩恵を受け，自然の中で生かされている存在であることに気づき，自然環境をよくするために自分にできることを考え，実行しようとする態度を育てる。
	(1) 大好きな自然を紹介し合う。
(2) 資料「こんな所に」を読んで話し合う。
○見晴らしのいい山の草原についたとき，人はどんなことを感じるのでしょう。
○こんな見晴らしのいい草原に，ゴミを見つけた人は，どんなことを考えたのでしょう。

○顔をしかめていた人は，実は，草原に来る前に谷川で空き缶を捨てたり，今，足下にガムを吐き捨てたりしたのです。このことについて，どのように考えますか。

○この詩の作者「まど・みちお」さんは，この詩でどんなことを伝えたかったのでしょう。
(3) 自分の生活を振り返って書く。
(4)教師の話を聞く。
	68～71ページ


	５月
	４　言葉のおくり物
２－(3)　男女の協力
	互いのよさを認め合い，仲よく協力し助け合っていくことのよさに気づき，男女が仲よく，友情を育てていこうとする態度を養う。

	(1) 日頃の生活ぶりを振り返る。
(2) 資料「言葉のおくり物」を読んで話し合う。
○「見た，見た。一郎とすみ子があやしいんだ。」とはやし立てられた一郎は，どんなことを思ったでしょう。
○一郎は，どんな考えから「余計なことをするな。さっさと帰れ。」と言ったのでしょう。
○バトンを落としたたかしに「気にしない，気にしない。」と励ましの言葉を贈るすみ子を見て，一郎はどのように思ったでしょう。
○教室ですみ子から言葉のおくり物をしてもらい，みんなからの拍手も受けながら，一郎はどんなことを考えたでしょう。
(3) 自分の生活を振り返って書く。
○男女が仲よく，協力し合うことのよさについて，生活を振り返って書きましょう。
(4)教師の話を聞く。
	48～51ページ
60・61ページ

	５
月
	５　葉っぱのフレディ
３－(1)　生命の尊重
	生命の有限性と連続性を考えることにより，生命あるすべてをかけがえのないものとして尊重し，大切にしようとする心情を育てる。

	(1) 落ち葉で遊んだ経験を出し合う。
○葉っぱや落ち葉で遊んだことがありますか。焚き火は？
(2) 資料「葉っぱのフレディ」を読んで話し合う。
○春から夏，なぜフレディは「葉っぱに生まれてよかったな。」と思ったのでしょう。

○冬が来て，ひとり残らず枝からいなくなると聞いて，フレディは何を考えたでしょう。

○地面に下りたフレディは，何を考えて眠りに入ったのでしょう。

○「大自然の設計図は，……“いのち”を変化させ続けている」とありますが，フレディの命はどう変化するのでしょう。

(3)『心のノート』Ｐ.８・９を利用して今日の学習を整理する。
○今日の道徳の時間の内容を考える。

(4)『心のノート』Ｐ.66・67,76・77等を読む。

○今日の時間，学んだことや感じたこと，考えたことを書く。
	62～67ページ
76・77ページ

	
	６　ほんとうのことだけど……
１－(3)　自由・規律
	自由な発言や行動について，その意味や大切さを踏まえ，責任ある言動をしていこうとする態度を養う。
	(1) 言論の自由ということについて，考えを出し合う。
○新聞やニュースを作るとき，間違ったことを知らせるのはよくないけれど，嘘やごまかしでなかったら，どんなことでも自由に言ってよいと思いますか。
(2) 資料「ほんとうのことだけど……」を読んで話し合う。
○なつみさんの記事を見て，みえ子はどのようなことを考えたのでしょう。
○去年の記事を見たみえ子は，どんなことを考えたのでしょう。
(3) 自分の生活を振り返る。
○いくら自由だと言っても，これはいけないと気づいたことや反省したこと，おかしいと思ったことなど，自分たちの生活を振り返りましょう。
(4) 教師の話を聞く。
	20～23ページ
36・37ページ

	６月
	７　母の仕事
４－(4)　勤労・奉仕
	働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って，公共のために役に立つことをしようとする意欲を高める。

	(1) 身のまわりで働いている人たちの様子や仕事内容について考える。
(2) 資料「母の仕事」を読んで話し合う。
○ひろ子が「お仕事やめればいいのに。」と言ったのは，どんな気持ちからでしょう。
○母の話を聞いている，ひろ子の気持ちの移り変わりを考えてみましょう。
○ひろ子は，働くことについてどのような考えをもつようになったでしょう。
(3)これからの自分の生活について話し合う。
○あなたは，これからどのように仕事をやっていこうと思いますか。
	92～95ページ


	６月
	８　わたしも思っていた……
４－(2)　公正・公平
	誰に対しても差別や偏見をもたず，公平に接しようとする態度を育てる。
	(1) 認知症について知っていることを出し合う。
(2) 資料「わたしも思っていた」を読んで話し合う。

○入院したおじいちゃんのことを「わたし」はどう思っているでしょう。

○病室の前を通り過ぎる人のつぶやきを聞いた「わたし」は，どんなことを思ったでしょう。

○はじめの「わたし」と今の「わたし」とでは，おじいちゃんに対する見方はどのように違うのでしょう。

(3) 誰に対しても公平に接することの大切さについて話し合う。

○差別や偏見を受けることのおかしさについて，あなたの考えを書きましょう。
	84～87ページ

	
	９　くもの糸
１－(1)　節度ある生活態度
	常に自分を反省するとともに，思慮深く節度ある生活をしようとする心情を育てる。

	(1) 資料「くもの糸」を読んで，感想を発表し合う。
(2) 資料「くもの糸」を読んで話し合う。
○くもの糸が垂れているのを見たときのカンダタは，どんな気持ちだったでしょう。 

○くもの糸が切れたのはなぜでしょう。
 (3) これまでの生活を反省し，今後の望ましい態度について考える。
	12～15ページ
36・37ページ

	
	10　みんなで劇を作ろう
４－(3)　役割と責任
	自分の力を生かし，自分に任されたことを責任をもってやり遂げ，みんなの力を合わせて目標に向かっていくことのよさに気づく。

	(1) 劇をするのに必要な役割について話し合う。
(2) 資料「みんなで劇を作ろう」を読んで話し合う。
○剛は，どうして「無難な音きょう係にでもしておこう。」と考えたのでしょう。
○劇団の人の話を聞いて，剛はどうして思わず下を向いてしまったのでしょう。
○剛は家に帰ってから，どんなことを思いながら練習をしているでしょう。
○剛が「この劇は，ぼくにとってわすれられない劇になるぞ。」と思い，本番が待ち遠しくなったのはどう 　してでしょう。
(3) 本時の学習を振り返る。
	88～91ページ

	７月
	11　おくれたら失礼？
２－(1)　礼儀
	礼儀の形に込められた相手を尊重する気持ちを考えることにより，状況をわきまえて心のこもった適切な礼儀正しい行為ができる実践意欲を育てる。

	(1) 約束の時刻について考える。
(2) 資料「おくれたら失礼？」を読んで話し合う。
○日本とドイツの礼儀（習慣）の違いは，どんなことでしょう。
○公園で時間をつぶした中井さんは，なぜ（もう，よかろう。おそすぎるかな。）と思ったのでしょう。
○コールさんは，どうして「ほっとした」のでしょう。
○ウテさんが「二人とも，それぞれいい友人をもっていること。」と楽しそうに言ったのはどうしてだろう。
(3) 『心のノート』P.８・９を利用して，今日の学習を整理する。
(4) 『心のノート』P.40～43等を読む。（教師の範読）
	40～43ページ

	７月
	12　手品師
１－(4)　誠実・明朗
	自分の心の中の良心に従って判断したことをやり遂げるすがすがしさを感じることを通して，明るい心で生活しようとする心情を育てる。

	(1) 手品師について知っていることを出し合う。
(2) 資料「手品師」を読んで話し合う。
○すっかり元気になった男の子と，明日また会う約束をした手品師は，どんなことを思っていたでしょうか。
○大劇場への出演の誘いを聞いたとき，手品師はどんなことを思ったのでしょうか。
○受話器を持ち替えて，きっぱりと断ったのは，どんな理由からでしょうか。

○男の子との約束を守ったことで，手品師は，何を大切にしようとしたのでしょうか。
(3) 手品師がどんな心の持ち主か考える。
(4) 手品師のその後の生活を考える。
	24～27ページ

	９月
	13　お兄ちゃんはキャプテン
１－(3)　自由・規律
	自由な考えや行動のもつ意味やその大切さを知り，それに伴う自分の責任を踏まえた自律的な行動をとろうとする態度を育てる。
	(1) 野球部のキャプテンについての考えを出し合う。

○どんな人が野球部のキャプテンにふさわしいと思いますか。

(2) 資料「お兄ちゃんはキャプテン」を読んで話し合う。

○新チームでのはじめての試合はどうでしたか。

○練習に行かず，ベッドの上でふてくされていたひろしは，どんなことを考えていたでしょうか。

○弟の作文から，ひろしはどんなことに気づいたのでしょうか。
○「行ってきます。」といつもより大きな声で言って全速力で走りだしたひろしは，どんなことを考えていたでしょうか。
(3) キャプテンとして，弟に手紙を書く。
○ひろしは，キャプテンとして弟にどのような手紙を書くでしょうか。

	20～23ページ
36・37ページ

	
	14　アライグマの親子
３－(2)　自然愛・環境保全
	一度壊れてしまった自然は，簡単には戻らないことや，自然環境を守り大切にしていく責任が私たち一人ひとりにあることを理解し，自然や動植物との共存を積極的に考えていこうとする態度を育てる。
	(1) アライグマについて知っていることを話し合う。
(2) 資料「アライグマの親子」を読んで話し合う。
○アライグマの親子を見つけた「わたし」は，どんな気持ちだったでしょうか。

○アライグマの親子の気持ちを問われて，考え込んでしまった「わたし」は，どんなことを考えたのでしょうか。
○「わたし」はどんな考えから，弟がカブトムシを公園に逃がそうとしたのを止めたのでしょうか。
(3) 自然を守るために，大切なことを話し合う。
○自然を守り，動植物とともに生きていくために，私たち一人ひとりにとって大切なことは何でしょうか。
(4)『心のノート』を読む。
○『心のノート』の６８ページから７１ページを読みましょう。このような自然をいつまでも守ることができるようにしたいものですね。
	68～71ページ

	９月
	15　はじめてのアンカー
４－(5)　家庭愛
	家族みんなを大切に思い，家族の一員として家庭を築いていこうとする心情を育てる。
	(1) アンカーについて思いつくことを出し合う。
(2) 資料「はじめてのアンカー」を読んで，話し合う。
○まきは，どのような気持ちでＶサインをしたでしょう。

○お父さんが漁の支度をしているのを見て，まきはどう思ったでしょう。「うそ……」の「……」には，まきのどのような言葉が入るでしょう。

○おばあちゃんの言葉を聞いて，返答したまきの心がチクリと痛んだのはなぜでしょう。

○まきは，どうして玄関を飛び出したのでしょう。

 (3)家族との思い出を書く。
○今までの自分を振り返って，家族に助けられたり，支えられたりした思い出を書きましょう。
	96～99ページ
114・115ページ

	
	16　二つの情景
１－(1)　節度ある生活態度
	身のまわりを美しくしておくことの意義を理解し，進んで身のまわりを美しくしようとする態度を養う。

	(1) ２枚の写真をみて感想を発表する。
(2) 資料「二つの情景」を読んで話し合う。
○「ぼく」は，どうして「なんとなくいやな気持ち」になったのでしょう。
○なぜ「ぼくは，何か救われたような気持ちがして，ほっとした」のでしょう。
○「禅寺の美しさ」が「こんなにも心をなごませ，美しくあらわれたような気持ちにさせる」のはなぜでしょう。
(3) 感想を書く。
	12～15ページ

	10月
	17　子どもの権利条約
４－(2)　正義
	身近な差別や偏見の間違いに気づき，自他の権利を大切にすることで，みんながのびのびと安心して暮らしていけることを理解し，互いの権利を守っていこうとする態度を育てる。

	(1) 「権利」について考える。
(2) 資料「子どもの権利条約」を読んで話し合う。
○自分がされていやなこととは，どのようなことでしょう。
○私たちの暮らしの中に，差別や偏見があるのはどうしてでしょう。
○子どもの権利条約に込められた願いや思いについて，考えてみましょう。
○相手の権利を守ることが自分の権利を守ることにつながるとは，どういうことでしょう。
(3) 互いの権利を守るために，自分たちにできることを話し合う。
	84～87ページ

	10月
	18　「命」
３－(1)　生命の尊重
	「命」の詩を通して，生命のかけがえのなさを自覚し，自他の生命を尊重し，力強く生き抜こうとする心情を育てる。

	(1) 電池について知っていることを出し合う。
(2) 資料「命」を読んで話し合う。
○作者の宮越由貴奈さんは，どんな人ですか。

○電池と命の違いは，どんなことでしょう。

○「せいいっぱい生きる」とは，何を大切にして生きることをだと思いますか。

(3)「ある母親の手記より」を読んで考えを深める。

(4)『心のノート』P.76を自分で静かに読み返す。
	62～67ページ
76・77ページ

	
	19　放課後のできごと
１－(2)　希望・勇気
	正しいと思ったことは，自分の弱さに負けず，強い意志でやり遂げることが大切であると気づき，勇気を出して正しい行動がとれる自分になりたいという心情を育てる。
	(1) 仲間はずれやいじめについての自分たちの意識を話し合う。
○このクラスに，友達を仲間はずれにしたり，いじめたりしてしている人がいたら，どうしますか。

(2) 資料「放課後のできごと」を読んで話し合う。
○健二たちを許せないと思っていたのに，注意ができなかった道夫の心には，どんな思いがあったのでしょう。

○両手を握りしめて，健二たちに「あやまれよ。」と言った道夫は，どんな思いだったのでしょう。

○勇気を出して注意をしたあとの道夫は，どんな気持ちだったでしょう。

(3) 自分の生活を振り返って話し合う。
○これまで，正しいと思うことを勇気を出して行ったことがありますか。

(4) 教師の話を聞く。
	16～19ページ

	
	20　赤ちゃんのまほう
２－(5)　尊敬・感謝
	日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し，それに応えようとする意欲をもつ。
	(1) 自分の小さい頃の様子を交流する。
○みなさんは小さい頃，どんな子どもでしたか。
(2) 資料「赤ちゃんのまほう」を読んで話し合う。
○赤ちゃんを抱っこした「わたし」は，どんな気持ちになったのかな。
○「わたし」は自分が赤ちゃんだった頃のことを思い出しながら，どんなことに気づきましたか。

○赤ちゃんの魔法が「わたし」に教えてくれたことは，何だったのでしょう。

○「命をかがやかせる生き方」とはどのような生き方なのでしょうか。

(3) 自分の生活を振り返る。
○自分のまわりで力を貸してくれている人について，話し合いましょう。

	56～59ページ

	11月
	21　杉原千畝
４－(8)  人類愛
	人の命は平等であり，国が違う人に対しても正しい行いをする大切さに気づく。


	(1) 教師の話を聞く。
(2) 資料「杉原千畝」を読んで話し合う。
○「わたしたちに，日本を通過するのに必要な許可をください。」と必死に頼むユダヤ人に，千畝が許可を出せなかった理由は何ですか。

○「わたしには，こんなに大勢の人に対して，許可を出すことはできません。」と言って，ユダヤ人に許可を出さなかったときの千畝の気持ちを考えてみましょう。

○日本政府の命令に従わずに，ビザを書き続けた千畝を支えていたのは，どのような思いだったのでしょうか。

(3) 自分を振り返って書く。
○自分が千畝の立場だったら，どのような行動をとっていたか，学習を振り返りながら書きましょう。

(4) 教師の話を聞く。


	108～111ページ
114・115ページ

	11月
	22　ロレンゾの友達
２－(3)　信頼・友情
	ロレンゾに対する３人の思いを考えることを通して，真の友情に対する理解を深め，お互いに高め合える友達関係を築こうとする態度を育む。
	(1) 友達に対する自分の思いを考える。
○待ち合わせの時間になっても友達が来ないとき，どんなことを考えますか。
(2) 資料「ロレンゾの友達」を読んで話し合う。
○ロレンゾを待っているとき，３人はどんなことを考えていたでしょう。

○３人は，それぞれなぜ，そうしようと考えたのでしょう。

○酒場を出た３人は，どんなことを考えたのでしょう。

○「本当の友情」に必要なこととは，どんなことなのでしょう。

(3) 感想を書く。
○今日の感想を書きましょう。


	48～51ページ

	
	23　こうすればどうだろう
１－(5)  創意工夫・進取
	問題意識をもって自分たちの生活を見直し，生活をよりよくしていくために，進んで新たな工夫や挑戦をし続けようとする意欲を高める。
	(1) 自分たちの工夫で生活がよくなった経験を話し合う。
○自分なりの工夫で前のやり方を変えてよかったと思う経験に，どんなことがありますか。
(2) 資料「こうすればどうだろう」を読んで話し合う。
○店を継いだ正二郎は，どんなことを考えながら，足袋の専門店や給料を支払う制度を作ったたのでしょう。
○どんな思いで，正二郎は新しい製品を作ろうとしたのでしょう。
○日本一の地下足袋メーカーになったとき，正二郎はどんな思いでいたでしょう。

○正二郎が次々と新しい考えを生み出すことができたのは，どうしてでしょう。
(3) 自分の生活を振り返って書く。
○工夫して生活をよりよくすることのよさについて，自分の生活を振り返って書きましょう。

(4) 身近にいる新たな工夫や挑戦をし続けている人の話を聞く。

	28～31ページ

	
	24　「ふるさと」のイメージ
４－(7)　郷土愛・愛国心
	ふるさとや郷土は，それぞれの人の心の支えとなるものであることに気づき，進んで郷土を大切にしようとする気持ちを育てる。
	(1)「ふるさと」の歌をみんなで歌う。

(2) 資料「『ふるさと』のイメージ」を読んで話し合う。
○短冊の内容を，みんなで確かめ合いましょう。よく似た内容の短冊を，グループにまとめ，画用紙に重ねて貼りましょう。

○短冊を書いていただいた人たちにとって，ふるさととは，どのようにものなのでしょう。

○自分にとって，「ふるさと」とは何でしょう。
○私たちは，どうして「ふるさと」を大切に思うのでしょう。
(3) ふるさとや郷土のために自分にできることを考える。
○ふるさとを大切にするために，私たちにはどのようなことができるでしょう。

(4) 教師の話を聞く。
○石川啄木の「ふるさとの山に向かひて…」の詩を紹介します。
	104～107ページ

	12月
	25　マインツからの手紙
４－(8)　国際理解・親善
	異なる文化や考え方の人間が協調して生きていくために，自分や他の国の文化について理解し，積極的・主体的にコミュニケーションをとろうとする心情を育てる。
	(1) 知らない環境の中で不安に感じた経験について話し合う。
○自分が知らない環境の中で不安に感じた経験はありませんか。
(2) 資料を読んで，言語・文化などが違う人が協調して生きていかなければならないのはなぜか話し合う。

○言葉や文化が違う人たちは，どんな理由があって協調して生きていこうとしていますか。
○交流の輪が広がって行ったのはどうしてですか。
(3) 自分の国について知っていることを交流する。

○外国の人に対して，自分の国について，どのようなことを紹介したいですか。
(4) 協調して生きていくためには何が必要か考える。

○異なる文化・考え方の人間が協調して生きていくには，何が必要だと思いますか。

(5) 教師の話を聞く。
	108～111ページ
114・115ページ

	
	26　Ｆ駅ホームでのできごと
２－(2)　思いやり・親切
	「知らない人だから」「急いでいるから」などという親切にする際に生じる阻害要因を乗り越え，放っておけない心の動きに素直に従って誰に対しても親切にしようとする心情を育てる。
	(1) 日常の生活を想起し，本時学習の見通しをもつ。
○アンケートを見ましょう。親切にできるときとできないときがありますね。どうしてでしょう？
○相手が困っているとき，どんな心が大切なのでしょうか？
(2) 資料『Ｆ駅ホームでのできごと』を読み，思いやり・親切の大切さについて話し合う。
○重そうな荷物を持ったおばあさんが立っているのを見た「わたし」は，心の中でどんなことを言ったでしょう。
○「助けに行きましょうよ。」と言った「わたし」は，どんな心からそう言ったのでしょう。
○おばあさんが何度もお礼を言って駅に降り立つ後ろ姿を見た「わたし」は，どんな気持ちでしょう。
(3) 自分の生活を振り返る。
○主人公のように，親切にできたことがありますか。

(4) 教師の話を聞く。
	44～47ページ

	１月
	27　青の洞門
１－(2)　不とう不屈
	願いの成就に向けて，一生をかけて努力していく喜びを学び，目標に向かってくじけないで進んでいこうとする心情を育てる。
	(1) お話の舞台となっている現在の場所や，使われた道具を知る。
○この場所の岸壁を槌とのみで掘り抜いた人がいます。その人のことをどう思いますか。
(2) 資料「青の洞門」を読んで話し合う。
○江戸で罪を犯し，諸国を巡り歩いている了海は，どんなことを思っていたのでしょうか。
○多くの犠牲者が出ていることを聞き，了海は，どんな思いから洞門を掘ろうと決心したのでしょうか。
○洞窟の中で，ひとり，了海は，どんな思いで槌とのみをふるっていたのでしょうか。
○了海は，どんな思いを心の支えにして，20年もの間，岩を掘り進めていたのでしょうか。
 (3) 次時の話を聞く。
	16～19ページ

	
	28　にくしみをこえて
２－(4)　寛容・謙虚
	相手のすばらしさを認め，それを素直に受け入れる大切さに気づき，謙虚な心をもって他の人とかかわっていこうとする心情を育てる。
	(1) 前時の「青の洞門」のあらすじを思い出し，了海の気持ちを考える。
(2) 資料「にくしみをこえて」を読んで話し合う。
○９年間，父の敵として探していた了海に出会ったとき，実之助は，どんなことを思ったでしょうか。
○夜中に１人で念仏を唱えながら槌をふるう了海を見て，身震いした実之助は，どんな思いだったでしょうか。
○了海と並んで掘り進める実之助は，了海の姿を見て，どのように思うようになったでしょうか。
○自分の念願がかない，喜びの涙を流している了海の手を固く，固く握っていた実之助は，了海にどんな思いを伝えていたのでしょうか。
(3)「相手を許す」ことについて考える。
○友達とトラブルになったとき，相手を許すためにはどのような考えが必要なのでしょうか。
(4) 教師の話を聞く。
	52～55ページ

	１月
	29　「だれか，たのむ。」
３－(1)　生命の尊重
	未曽有の地震に遭い，けがをしながらも被災した人を助けようとする父たちの姿を見た主人公の思いを考えることを通して，生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。
	(1) 阪神・淡路大震災について話し合う。
○阪神・淡路大震災について，どんなことを知っていますか。
(2) 資料「だれか，たのむ。」を読んで話し合う。
○暗闇の中，足を挟まれた京子はどんなことを思っていたでしょう。
○父が路地に入っていくのを見て，京子はどんなことを考えたでしょう。
○京子が，足の痛さを忘れたのはなぜでしょう。
(3) 自分自身の経験を振り返って話し合う。
○命は大切だと感じたことがありますか。また，そのようなことを見たり，聞いたりしたことはありませんか。

(4) 教師の話を聞く。
	62～67ページ
76・77ページ

	２月
	30　明治のあけぼの
４－(7)　郷土愛・愛国心
	国を救い，伝統や文化を守った先人の努力にふれ，広い視野で国を愛し，平和を愛する心情を育てる。
	(1) 資料「明治のあけぼの」を読む視点を聞く。
(2) 資料「明治のあけぼの」を読んで話し合う。
○心に残ったことは，どんなことでしょう。
○将軍慶喜や海舟は，どんな思いや願いをもっていたでしょう。
○海舟と西郷は，どんなことを考え「江戸城総攻撃」を止めさせたのでしょう。
○海舟と西郷は，何を守ろうとしたのでしょう。
(3) 自分の生活を振り返って書く。
	104～107ページ

	
	31　あせをながした一日
４－(4)　勤労・奉仕
	働くことの意義を理解し，社会のために積極的に働くことの喜びを知り，公共のために尽くそうとする態度を育てる。

	(1) これまで人のために働いた経験を思い出し，話し合う。
(2) 資料「あせを流した一日」を読んで話し合う。
○はじめわくわくしていた「ぼく」は，作業を始めてどんな気持ちになっていったのでしょう。

○整理のついた現場を見たとき，「ぼく」は，どんな気持ちだったでしょう。
○「ぼく」は，どんな気持ちで苗木を植えていたのでしょう。

○「ぼく」が今日の作業をして，とてもよかったと思ったのはなぜでしょう。
(3) 自分の生活を振り返って書く。
○人のために働いたことで，自分もよい気持ちになれたことを振り返って書きましょう。

(4) 教師の話を聞く。
○『心のノート』93ページを開いてみましょう。
	92～95ページ

	
	32　心のマナーモード
４－(1)　公徳心
	電車でのマナーに気づかず恥ずかしい思いをした友一の気持ちを話し合うことを通して，公徳を意識することの大切さに気づく。
	(1) 携帯電話について知っていることを話し合う。
(2) 資料「心のマナーモード」を読んで，友一の気持ちについて話し合う。
○携帯電話を持って出かけるとき，友一はどんな気持ちだったでしょう。
○友一は，どうしておじさんのことを眉をひそめて見たのでしょうか。
○まわりの人の視線を痛く感じ，汗が冷たくなっていった友一は，どんな思いで電車の中にいたのでしょう。
○友一はお父さんとの話で，どんなことに気づいたのでしょうか。
(3) 自分の生活を振り返って書く。
○どんなところで心にマナーモードをかけようと思いますか。場所とその理由を書いてみましょう。
(4) 教師の話を聞く。

	80～83ページ
112・113ページ

	２月
	33　ただ大いなるものにみちびかれて
３－(3)　敬けん・畏敬
	美しいものを求め，気高いものや崇高なものに対して感動し，畏敬の念を抱く。

	(1) 東山魁夷画伯の障壁画「山雲」を見た感想を発表する。
○この絵を見て、どう思いますか。
(2) 資料「ただ大いなるものにみちびかれて」を読んで話し合う。
○資料を読んでどんなことが心に残りましたか。
○「生きている」と「生かされている」の違いは，どんなところにあるのでしょう。
○戦争の際，「心がもっとも純粋であった」とは，どのような心だったのでしょう。
○東山画伯が導かれたと感じる「大いなるもの」とは，どんなものでしょう。
(3) 東山画伯の他の作品を見る。

	72～75ページ

	３月
	34　花のリレー
４－(6)　愛校心
	６年生としての役割を自覚し，進んでよりよい校風をつくろうとする態度を養う。
	(1) 学校内の好きな場所について話し合う。
(2) 資料「花のリレー」を読んで話し合う。
○冷ややかにほくそえみながら満足げに白い息を吹きつけたとき，北風はどんな気持ちだったでしょう。
○咲いた花を見ることができないのに球根を植えている子どもたちを見て，北風はどう思ったでしょう。
○ポプラの話を聞いて，北風はどう思ったでしょう。
(3) 学校を愛する心について考える。
(4) 自分たちが学校を愛する心を表すために，できることについて話し合う。
	100～103ページ

	
	35　最後のおくり物
２－(2)　思いやり・親切
	誰に対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしようとする心情を育てる。
	(1) 人助けをした経験を発表し合う。
(2) 資料「最後のおくり物」を読んで話し合う。
○贈り物が届くようになったとき，ロベーヌはどんな気持ちだったでしょう。
○贈り物が届かなくなって，ロベーヌはどんなことを考えたでしょう。
○「苦しくはなかったよ……」というジョルジュじいさんの言葉を聞いて，ロベーヌはどんなことを思っ 　　たのでしょう。
○最後の手紙を読んだとき，ロベーヌはどんなことを思ったのでしょう。
(3) 教師の話を聞く。

	44～47ページ


